




要約:生後 8ヵ月から 14 ヵ月の乳児をもつ母親を対象にした調査研究の資料から、母親が

働いていること自体は乳児期における母子双方の心身の健康状態、育児.態度、母子・父子

関係・そして夫婦関係と、乳児が心身共に順調に発達しうるための基本的な育児環境に対

しては影響を与えないという知見を報告した。ただし、働いていない母親との間に有意差

がみられたもののうち、考察しなければならないことは、ゆっくりとした気持ちで子ども

と過ごし、共にいることの充実感をもつものがやや少ないことである。これが育児休暇制

度的なものの影響か、仕事の内容か、今後検討を加えねばならない。 


